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幹事長：浅見公共施設マネジメント推進室長

幹事：青木行政管理課長、尾﨑人事課長、外立財政課長、佐野市民

活動推進課長、的場共生社会推進課長、飯田子ども支援課長、滝田

都市計画課長、加藤建築開発課長、松田政策推進課長、佐藤上下水

道総務課長、成田教育総務課長、木谷会計課主幹、小日向議会事務

局次長

（計１４人）

欠席者職氏名
大河内監査委員事務局次長兼選挙管理委員会事務局次長

（計 １人）

説明員職氏名
渋谷公共施設マネジメント推進室主席主幹

（計 １人）

議 題
（１）志木市民会館・志木市民体育館再整備基本設計の報告及び

今後のスケジュールについて
（２）今後の公共施設マネジメントについて

結 果

志木市民会館・志木市民体育館再整備基本設計について、概要版
に基づき、全体的な配置図やこれまでの取組を報告するとともに、
今後の運用開始までのスケジュールについて共有を図った。また、
今後の公共施設マネジメントについて、前回（令和４年度第１回）
会議において、マネジメント方策が決定した「秋ケ瀬スポーツセン
ター、武道館」、「消防団第３分団車庫」、「郷土資料館」の進捗状況
及び「志木市公共施設等マネジメント戦略」の改訂及び「志木市公
共施設適正配置計画～第Ⅱ期 個別施設計画～」の策定に向けた
スケジュールの共有を図った。

事務局職員職氏名
渋谷公共施設マネジメント推進室主席主幹、吉田公共施設マネジ

メント推進室主幹、小髙公共施設マネジメント推進室主査

その他必要事項



会議内容の記録（会議経過、結論等）

１ 開会

２ 審議事項

（１）志木市民会館・志木市民体育館再整備基本設計の報告及び今後のスケジュール

について

基本設計概要版に基づき報告をした。

主な報告内容は次の通り。

○計画コンセプト

「みんなに愛され、だれもが主役になれる。そんな場所を、志木市らしい

市民力を活かした活動を通じてつくります。」を基本理念に、「志木市の未来

と歴史文化を大事に、市民に親しまれ、市民力を育む複合施設」を施設コン

セプトとして、基本設計を実施したところである。設計に当たっては、これ

まで基本計画策定に携わられた学識経験者や各種団体関係者に、市民力人

材バンクや市内の高校生など、新たな参加者を加え、ホワイエと一体的にで

きるホールや共用部分の新たな使い方などをテーマにワークショップを実

施した。

○各室計画

ホールについては可動席を収納することで平土間として利用できるほ

か、田子山富士塚からの景観配慮として、フライタワーを無くすことで、高

さを抑えた。

アリーナ等の運動施設については、利用団体のヒアリングに基づき、現施

設と同程度の広さと使い勝手を確保するとともに、アリーナの床材をフロ

ーリングからスポーツ用の塩ビシートとすることで、メンテナンス性の向

上を図っている。また、２階の観客席部分にはランニングコースを設けてい

る。

１階多目的室については現市民会館の宴会場（２０３～２０５）と同程度

の広さを確保している。また、３階には４つの会議室を配置し、うち２部屋

は防音仕様とすることで、音楽活動にも対応した部屋となっている。

○その他

建築環境ＳＤＧｓチェックリスト評価結果については、５段階中３段階

の評価となっている。また、ＢＣＰ計画として、災害発生時には、志木市と

防災協定締結先との救助物資の集配拠点となりえる施設計画とするほか、

自家発電及び上水については７２時間供給できる程度の備蓄量を確保する

計画とする。



○今後のスケジュールについて

基本設計については、令和４年１１月１５日（火）に志木市公共施設等マネ

ジメント検討委員会（令和４年第２回）を開催し、報告するとともに、令和４

年１１月２２日（火）に議員説明会で報告する。以降は近隣住民及び関係団体

等へ説明を行っていく。

実施設計については、確認申請等も含め、令和４年１１月から令和５年度末

までの契約を締結する予定である。

解体工事については令和５年度に契約を行い、年度中の完了を予定してい

る。建設工事にあたっては、業者選定は新庁舎建設と同様に総合評価方式での

選定を予定しており、令和６年度上旬頃までに事業者の決定を目指す。

新施設としての条例制定や開設準備については、本市でも前例のない複合

施設であることから、運用方法など十分に検討するために、令和５年度から

検討を進め、令和８年度中の開設を目指す。

※基本設計概要版及びスケジュールの資料について、単位表記、体裁等の指摘があ

り、修正を行った。

（２）今後の公共施設マネジメントについて

令和４年５月１０日開催「志木市公共施設等マネジメント検討委員会 令

和４年度第１回会議」において、マネジメント方策が決定した「秋ケ瀬スポー

ツセンター、武道館」、「消防団第３分団車庫」、「郷土資料館」の進捗状況は次

の通りである。

○秋ケ瀬スポーツセンター、武道館

令和５年度に基本計画を策定予定。

○消防団第３分団車庫

令和５年度に設計を実施予定。

○郷土資料館

令和５年度以降設計を実施予定。

また、国より公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針が改訂され

たことから、本市においても、「志木市公共施設等マネジメント戦略」を改訂

する必要がある。また、本市の「志木市公共施設適正配置計画～第Ⅰ期 個別

施設計画～」の計画期間は令和６年度までとなっていることから、第Ⅱ期個別

施設計画の策定が必要である。



備考 会議内容の記録には、発言者の立場を明記するとともに、発言の趣旨が容易

に理解できるよう簡潔明瞭に記載すること。

これらを踏まえ、令和５年度から２か年に渡り「志木市公共施設等マネジメ

ント戦略」の改訂及び「志木市公共施設適正配置計画～第Ⅱ期 個別施設計画

～」の策定を進める。

３ 閉会


